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住友化学の情報電子化学事業

200５年 ９月２６日

副社長　中本 雅美
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◆住友化学における情報電子化学事業

◆情報電子化学部門の経営戦略

◆個別事業の戦略　
- 光学機能性フィルム事業

- カラーフィルター事業

- 液晶バックライト用拡散板事業

- 液晶ポリマー事業

◆研究・品質保証体制・海外展開

◆今後の展開　

本日の予定
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１．住友化学における情報電子化学事業



4住友化学株式会社

中期経営計画　基本方針

　　・ポリオレフィン

　　　・ライフサイエンス

　　　・　　　・情報電子材料情報電子材料

「選択と集中」最重点分野の強化「選択と集中」最重点分野の強化
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情報電子化学部門の事業

お客様へトータルソリューションを！お客様へトータルソリューションを！

光学機能性フィルム半導体・表示材料

情報電子化学事業情報電子化学事業

電子部品材料 カラーフィルター

化合物半導体材料
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取扱製品と各事業拠点

［製　品　群］ ［主な事業拠点］

カラーフィルターカラーフィルターカラーフィルター
東友STI・新STIテクノロジー・住華科技

光学機能性フィルム光学機能性フィルム光学機能性フィルム 住友化学（単体）・東友ファインケム
住華科技・住化電子材料（上海・無錫）

半導体・表示材料半導体・表示材料半導体・表示材料 住友化学（単体）・東友ファインケム
Sumika Electronic Materials

電子部品材料電子部品材料電子部品材料 住友化学（単体）、東友ファインケム、
住化電子材料（無錫）

化合物半導体材料化合物半導体材料化合物半導体材料 住友化学（単体）・住化電子材料（上海）
住化ｴﾋﾟｿﾘｭｰｼｮﾝ

Sumika Electronic Materials
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海外展開の状況

東友ファインケム

Sumika Electronic Materials

住化エピソリューション

住華科技

東友STI

新STIテクノロジー

住化ヨーロッパ

住化電子材料（香港）

・・・・ ・・・・
住化電子材料（上海）

住化電子材料（無錫）

研究拠点

販売拠点

住友化学シンガポール

・・・・・・・・
OLS
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部門新設後の主要投資実績①

（単位： 億円）

光学フィルム
東友ファインケム（旧.東友光学材料）工場建設（Ⅰ期） 74

住華科技 台南工場建設（Ⅰ期） 75

住化電子材料科技（上海)再編、その他 87

東友ﾌｧｲﾝｹﾑ（旧.東友光学材料）工場（Ⅱ期）・住華科技（II期） 160

住化電子材料科技（無錫）設立 52

愛媛品質・生産管理体制整備 30

愛媛光学材料工場（Ⅱ期） 100

東友ファインケム（旧.東友光学材料）工場（Ⅲ期、Ⅳ期） 230

カラーフィルター
新STIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 子会社化・増資・能力増強等 73

東友STI設立・工場建設（Ⅰ期・Ⅱ期） 560

東友STI能力増強 150

住華科技ＰＶＩ事業への増資 46
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部門新設後の主要投資実績②

拡散板
東友ファインケム（旧.東友光学材料） 拡散板新設 30

住化電子材料科技（無錫）拡散板新設、増強 25

SEP
愛媛SEP能力増強① 10

愛媛SEP能力増強② 12

その他
東友ファインケム能力増強 18

MOエピウェハー　日米生産販売体制拡充 13

東友ファインケム土地買収 25

情報電子化学研究所　研究棟新設 10

レジスト評価設備増強 20

投資額　合計 1,800

（単位：　億円）
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情報電子化学部門業績推移
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2750

2350

1,748

1,235
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598

2001年 2002年 2003年

国内

2004年 2006年予想2005年予想

黒数値：　売上高Total　

赤数値：　国内売上高　

▲63▲63営業利益 55 143143 187187 230230
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連結売上高構成

2001年 200５年予想

医農薬
30%

情電
6%

その他
31%

石化
33%

医農薬
28%

情電
15%

その他
26%

石化
31%

１兆 184億円（連結） １兆 5,000億円（連結）



12

２．情報電子化学部門の経営戦略
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情報電子化学部門 経営戦略

経営のコミットメントに裏付けられたスピード経営

革新的技術開発による競争力ある製品開発

ゼロクレームを実現する高度品質保証体制

徹底した合理化による価格競争力ある製品供給
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３．個別事業の戦略
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光学機能性フィルム　事業戦略　

１５００億円事業へ拡大

中小型品での優位性維持と大型品のシェア拡大

革新的技術開発、コストの大幅削減

需要地先での事業展開、ローカル化推進
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ＬＣＤ市場規模予測
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光学機能性フィルム　新規材料開発

高性能かつ価格競争力のある新規材料の投入高性能かつ価格競争力のある新規材料の投入

　　

　●新規　●新規AGAGフィルムフィルム（反（反射防止向上・白茶け減少、低価格化）射防止向上・白茶け減少、低価格化）

　　●逆波長分散位相差板●逆波長分散位相差板（薄肉化、高コントラスト化（薄肉化、高コントラスト化))

　●　●VAVA半透過反射型モード半透過反射型モード（薄肉化）（薄肉化）

　●位相差板一体型偏光板　●位相差板一体型偏光板（視野角向上、低コスト化）（視野角向上、低コスト化）

　●新規粘着材　●新規粘着材（光もれ防止、熱むら防止）（光もれ防止、熱むら防止）　　　　
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光学機能性フィルム事業　生産体制

●韓国/東友ファインケム（旧.東友光学材料）
　　　　第１工場（０３年８月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力400万㎡/年
　　　　第２工場（０５年７月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力400万㎡/年
　　　　第３工場（０６年５月完成予定）　　　　　　　　　偏光板能力600万㎡/年
　　　　第４工場（０６年１０月完成予定）　　　　　　　　偏光板能力600万㎡/年

●台湾/住華科技
　　　　増資・台南第１工場（０４年４月運転開始）　　偏光板能力400万㎡/年
　　　　台南第２工場（０５年９月運転開始） 　　偏光板能力400万㎡/年

●中国/住化電子材料科技　
　　　　上海・製品化工場増設
　　　　無錫・製品化工場新設（０５年８月運転開始）

●日本
　　　　愛媛工場能力増強　　　　　　　　　　　　　　　　偏光板能力400万㎡/年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　〃（OLS) 400万㎡/年
　　　　愛媛第２工場着工（０６年６月完成予定）　　　偏光板能力600万㎡/年

●韓国●韓国//東友ファインケム東友ファインケム（旧（旧..東友光学材料）東友光学材料）

　　　　第１工場（０３年８月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力　　　　第１工場（０３年８月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力400400万㎡万㎡//年年
　　　　第２工場（０５年７月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力　　　　第２工場（０５年７月運転開始）　　　　　　　　　偏光板能力400400万㎡万㎡//年年
　　　　第３工場（０６年５月完成予定）　　　　　　　　　偏光板能力　　　　第３工場（０６年５月完成予定）　　　　　　　　　偏光板能力600600万㎡万㎡//年年
　　　　第４工場（０６年１０月完成予定）　　　　　　　　偏光板能力　　　　第４工場（０６年１０月完成予定）　　　　　　　　偏光板能力600600万㎡万㎡//年年

●台湾●台湾//住華科技住華科技
　　　　増資・台南第１工場（０４年４月運転開始）　　偏光板能力　　　　増資・台南第１工場（０４年４月運転開始）　　偏光板能力400400万㎡万㎡//年年
　　　　台南第２工場（０５年９月運転開始）　　　　台南第２工場（０５年９月運転開始） 　　偏光板能力　　偏光板能力400400万㎡万㎡//年年

●中国●中国//住化電子材料科技　住化電子材料科技　
　　　　上海・製品化工場増設　　　　上海・製品化工場増設
　　　　無錫・製品化工場新設（０５年８月運転開始）　　　　無錫・製品化工場新設（０５年８月運転開始）

●●日本日本
　　　　愛媛工場能力増強　　　　　　　　　　　　　　　　偏光板能力　　　　愛媛工場能力増強　　　　　　　　　　　　　　　　偏光板能力400400万㎡万㎡//年年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　〃（　　〃（OLS) 400OLS) 400万㎡万㎡//年年
　　　　愛媛第２工場着工（０６年６月完成予定）　　　偏光板能力　　　　愛媛第２工場着工（０６年６月完成予定）　　　偏光板能力600600万㎡万㎡//年年
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光学機能性フィルム事業　生産能力　

■光学機能性フィルム生産能力の推移 （万㎡／年）
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光学機能性フィルム事業　売上高推移　

●モニター、大型TV用途での販売好調により、売上高は順調に増加

●販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保

●モニター、大型●モニター、大型TVTV用途での販売好調により、売上高は順調に増加用途での販売好調により、売上高は順調に増加

●販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保●販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保

178 155

592
702

900

1200

323

2000 2001 2002 2003 2004 2005予想 2006予想

（億円）売上高実績・予想売上高実績・予想

前年比 +83% +19% +28% +33%+108%▲13%

年平均年平均37%37%成長成長
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カラーフィルター　事業戦略　

３.５世代、５世代技術で事業最大化

次世代生産技術の開発

需要地先での事業展開
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カラーフィルター事業　生産体制

●韓国/東友STI
　　　　会社設立（０２年４月）

　　　　第１工場（０３年３月商業運転開始） 60KS/月（５G）

　　　　第２工場（０４年４月商業運転開始） 60KS/月（５G)

　　　　生産能力増強（０５年６月完成)　　　　120KS/月⇒160KS/月

　　　　生産能力増強（０６年６月完成予定）　160KS/月⇒200KS/月　　

●台湾/住華科技
　　　　第１工場（０５年１０月運転開始予定）　 50KS/月（２G)

●日本/新STIテクノロジー　
　　　　会社設立（００年５月）　　　　　　　　　　　

　　　　第１工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50KS/月（２G)

第２工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70KS/月（３．５G)　

●韓国●韓国//東友東友STISTI
　　　　　　　　会社設立（０２年４月）会社設立（０２年４月）

　　　　第１工場（０３年３月商業運転開始）　　　　第１工場（０３年３月商業運転開始） 6060KS/KS/月（５月（５GG））

　　　　　　　　第２工場（０４年４月商業運転開始）第２工場（０４年４月商業運転開始） 6060KS/KS/月（５月（５G)G)

　　　　　　　　生産能力増強（０５年６月完成生産能力増強（０５年６月完成))　　　　　　　　120120KS/KS/月⇒月⇒160160KS/KS/月月

　　　　生産能力増強（０６年６月完成予定）　　　　　生産能力増強（０６年６月完成予定）　160160KS/KS/月⇒月⇒200200KS/KS/月　　月　　

●台湾●台湾//住華科技住華科技
　　　　第１工場（０５年１０月運転開始予定）　　　　　第１工場（０５年１０月運転開始予定）　 5050KS/KS/月（２月（２G)G)

●●日本日本//新新STISTIテクノロジー　テクノロジー　
　　　　　　　　会社設立（００年５月）　会社設立（００年５月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　第１工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5050KS/KS/月（２月（２G)G)

第２工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7700KS/KS/月（３．５月（３．５G)G)　　
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カラーフィルター事業　生産能力

■カラーフィルター生産能力の推移　（14インチ換算、万枚／年）
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カラーフィルター事業　売上高推移　

●モニター及びTV用LCD需要の拡大を受け、日本・韓国等での販売が好調に推移

●売価下落を上回る販売数量の増加、生産性向上などにより安定利益を確保

●モニター及び●モニター及びTVTV用用LCDLCD需要の拡大を受け、日本・韓国等での販売が好調に推移需要の拡大を受け、日本・韓国等での販売が好調に推移

●売価下落を上回る販売数量の増加、生産性向上などにより安定利益を確保●売価下落を上回る販売数量の増加、生産性向上などにより安定利益を確保
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（億円）売上高実績・予想売上高実績・予想

年平均年平均31%31%成長成長

▲21% ▲9% +200% +62% +25% +15%前年比
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液晶バックライト用拡散板　事業戦略　

需要拡大に対応したタイムリーな設備投資

需要地先での事業展開・コスト競争力強化

新規・次世代品の開発（高輝度、高耐久性）
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液晶バックライト用拡散板事業　生産体制・能力　

●韓国/東友ファインケム（旧.東友光学材料）
　　　第１工場（０５年８月商業運転開始)　　 　4500t/年

　　　生産能力増強（０６年秋予定) 　　　　　　　　　4500t/年⇒9000t/年

●中国/住化電子材料（無錫）
　　　第１系列（０６年２月商業運転開始予定)  　 4500t/年

　　　第２系列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4500t/年

●韓国●韓国//東友ファインケム東友ファインケム（旧（旧..東友光学材料）東友光学材料）

　　　　　　第１工場（０５年８月商業運転開始第１工場（０５年８月商業運転開始))　　　　 　　45004500t/t/年年

　　　生産能力増強（０６年秋予定　　　生産能力増強（０６年秋予定) ) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　45004500t/t/年⇒年⇒90009000t/t/年年

●中国●中国//住化電子材料（無錫）住化電子材料（無錫）
　　　　　　第１系列（０６年２月商業運転開始予定第１系列（０６年２月商業運転開始予定)  )  　　 45004500t/t/年年

　　　第２系列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２系列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45004500t/t/年年

■拡散板生産能力の推移 （トン／年）
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液晶ポリマー（LCP）　事業戦略　

グローバル販売体制の強化

世界レベルでの供給体制構築

米国・中国市場でのプレゼンス強化

液晶ポリマー系フィルム量産化技術の確立
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液晶ポリマー（LCP）事業　生産体制・能力　

●日本／住友化学他
　　　生産能力増強（０５年５月運転開始)　　4000t/年⇒5500t/年

　　　生産能力増強（０６年７月完成予定）　　5500ｔ/年⇒7000ｔ/年

●中国／住化電子材料（無錫）
　　　将来の製品化工場新設を視野に

●●日本／住友化学日本／住友化学他他
　　　　　　生産能力増強（０５年５月運転開始生産能力増強（０５年５月運転開始))　　　　40004000t/t/年⇒年⇒55005500t/t/年年

　　　生産能力増強（０６年７月完成予定）　　　　　生産能力増強（０６年７月完成予定）　　55005500ｔｔ//年⇒年⇒70007000ｔｔ//年年

●中国／住化電子材料（無錫）●中国／住化電子材料（無錫）
　　　　　　将来の製品化工場新設を視野に将来の製品化工場新設を視野に

■LCP生産能力の推移 （トン／年）： ﾆｰﾄﾚｼﾞﾝﾍﾞｰｽ
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４．研究・品質保証体制・海外展開
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研究ネットワーク

緊密な連携

情報電子化学品
研究所

東友ファインケム
（平沢・益山研究所）

コーポレート
研究所

筑波研究所／有機合成研究所
　　／生産技術センター
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高度品質保証体制

情報電子化学
業務室

品質保証部
（各工場）

情報電子化学
品質保証室

営業部門

製造部門

研究部門

部門担当
役員

（製造部門から独立、部門幹部直轄）

（光学製品／半導体・表示材料／電子部品材料）

（愛媛工場／千葉工場／大阪工場）
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韓国での事業展開

◆平沢地区
・東友ファインケム(工場/研究所)
　　 　 -光学フィルム第１・第２工場
　　　　-拡散板工場（05年8月操業開始）
　・東友STI 第１・第２工場
　　　　　

◆◆平沢地区平沢地区
・東友ファインケム(工場/研究所)
　　 　 -光学フィルム第１・第２工場
　　　　-拡散板工場（05年8月操業開始）
　・東友STI 第１・第２工場
　　　　　

◆益山地区
　 ・東友ファインケム(工場/研究所)

◆◆益山地区益山地区
　 ・東友ファインケム(工場/研究所)

事業所

顧客会社
◆ソウル地区
　 ・東友ファインケム(本社）

◆◆ソウル地区ソウル地区
　 ・東友ファインケム(本社）

釜山

LGPLGP--LCDLCD

三星電子三星電子

Seoul BOE BOE HydisHydis
HynixHynix
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台湾での事業展開

台北

台南

友達光電友達光電
（（AU AU OptronicsOptronics))

奇美電子奇美電子

（（ChiMeiChiMei Electronics)Electronics)

◆新竹工場(住華科技)
・2005年10月　CF工場試運転開始

◆◆新竹工場新竹工場((住華科技住華科技))
・2005年10月　CF工場試運転開始

◆台南第１工場 (住華科技)
　　・光学フィルム原反・製品化工場

◆台南第２工場 (住華科技)
　　・2005年9月 光学フィルム原反・
　　　　　　　　　　　製品化工場操業開始

◆◆台南第１工場台南第１工場 ((住華科技住華科技))
　　・光学フィルム原反・製品化工場

◆◆ 台南第２工場台南第２工場 ((住華科技住華科技))
　　・2005年9月 光学フィルム原反・
　　　　　　　　　　　製品化工場操業開始

◆高雄工場 (住華科技)
　・光学フィルム製品化工場

◆◆高雄工場高雄工場 ((住華科技住華科技))
　・光学フィルム製品化工場
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中国での事業展開

◆住化電子材料科技（上海）

　・光学フィルム製品化・ガリウム精製　

◆◆住化電子材料科技（上海）住化電子材料科技（上海）

　　・光学フィルム製品化・ガリウム精製　
◆住化電子材料科技（無錫）

・2004年7月　会社設立　

・2005年9月　光学フィルム製品化工場

　　　　　　　　 商業運転開始

・2006年2月　導光板・拡散板工場

　　　　　　　　 運転開始予定　　　　　　

◆◆住化電子材料科技（無錫）住化電子材料科技（無錫）

・2004年7月　会社設立　

・2005年9月　光学フィルム製品化工場

　　　　　　　　 商業運転開始

・2006年2月　導光板・拡散板工場

　　　　　　　　 運転開始予定　　　　　　　

◆住化電子材料科技（香港）
・2005年6月設立

・光学フィルム等の華南地区における販売

◆◆住化電子材料科技（香港）住化電子材料科技（香港）
・2005年6月設立

・光学フィルム等の華南地区における販売

シャープ無錫シャープ無錫

外高橋保税区外高橋保税区

((エプソン、エプソン、

フィリップス等）フィリップス等）
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情報電子化学部門人員推移

２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年

（　）内.ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ

単体 ３３７ ３１８ ３１０ ３２３

新STI １２６ １３１ １３４ １３２

大江ｵﾌﾟﾃｨｶﾙﾃｸﾉ ５８９（２８０）

東友STI １３９ ４２７ ４３５ ４４６

東友ファインケム ３４０ ３６７ ４８４ ５３６

旧.東友光学材料 １９ １５４ ３３３ １１０９（５００）

住華科技 １５８ ４９２ ９５４ １２１４

住化上海 ９０ ２５５ ３３７ ３４１

住化無錫 －－ －－ －－ ２６５

SES －－ １３ ５ ６

SEMI ２９ ２９

合計 １２０９ ２１５７ ３０２１ ４９９０（７８０）
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５．今後の展開
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今後の展開（事業戦略）

表示材料・新規材料への経営資源集中
（成長市場での迅速な設備投資、技術開発の加速）

“材料”から“機能統合製品”への転換

継続的な合理化・コストダウン
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今後の展開（研究開発）

素材・部材から、付加価値の高い機能複合素材・部材から、付加価値の高い機能複合
　製品への展開　（表示材料分野に重点）　　製品への展開　（表示材料分野に重点）　
　　
グローバルな研究体制の構築グローバルな研究体制の構築
　　
大学、研究機関との共同開発大学、研究機関との共同開発

ベンチャー事業への参画と買収　　ベンチャー事業への参画と買収　　
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今後３年間に予想される投資①

■光学機能性フィルム
　　　　・日本 ⇒ 原反　日本第４工場
　　　　・韓国／東友ファインケム
　　　　　　　　　　　⇒ 製品化工場増強
　　　　　　　　　　　⇒ 原反　韓国第５工場
　　　　・中国／住化電子材料（無錫）
　　　　　　　　　　　⇒ 製品化工場増強
　　　　　　　　　　　⇒ 原反　中国第１工場
　　　　・台湾／住華科技 ⇒ 原反　台湾第３工場

　　06年 9系列4,200万㎡/年 → 13系列6,600万㎡/年体制へ

■カラーフィルター
　　　　・中国 ⇒ 大型カラーフィルター工場（６G～７G)
　　　　・台湾 ⇒ 第３世代生産工場

■光学機能性フィルム■光学機能性フィルム
　　　　・日本 ⇒⇒ 原反　日本第４工場原反　日本第４工場
　　　　・韓国／東友ファインケム
　　　　　　　　　　　⇒⇒ 製品化工場増強製品化工場増強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒⇒ 原反　韓国第５工場原反　韓国第５工場
　　　　・中国／住化電子材料（無錫）
　　　　　　　　　　　⇒⇒ 製品化工場増強製品化工場増強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒⇒ 原反　中国第１工場原反　中国第１工場
　　　　・台湾／住華科技 ⇒⇒ 原反　台湾第３工場原反　台湾第３工場

　　　　0606年年 99系列系列4,2004,200万㎡万㎡//年年 →→ 1313系列系列6,6006,600万㎡万㎡//年体制へ年体制へ

■カラーフィルター■カラーフィルター
　　　　・中国 ⇒⇒ 大型カラーフィルター工場（６大型カラーフィルター工場（６GG～７～７G)G)
　　　　・台湾 ⇒⇒ 第３世代生産工場第３世代生産工場
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今後３年間に予想される投資②

■液晶バックライト用拡散板　
　　　　●中国／住化電子材料（無錫） ⇒ 中国第３・第４系列

　　　　●韓国／東友ファインケム ⇒ 韓国第２系列

　　　　　　　　　　　２７,０００T／年体制へ

■液晶ポリマー（LCP)
　　　　●日本 ⇒ プレポリマー工程増強

　　　　●中国／住化電子材料（無錫） ⇒製品化工場新設

　　　　　　　　７０００T/年 ⇒ １０，０００T／年体制へ　

■液晶バックライト用拡散板■液晶バックライト用拡散板　
　　　　●中国／住化電子材料（無錫） ⇒⇒ 中国第３・第４系列中国第３・第４系列

　　　　●韓国／東友ファインケム ⇒⇒ 韓国第２系列韓国第２系列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７２７,,００００００TT／／年体制へ年体制へ

■液晶ポリマー（■液晶ポリマー（LCP)LCP)
　　　　●日本 ⇒⇒ プレポリマー工程増強プレポリマー工程増強

　　　　●中国／住化電子材料（無錫） ⇒製品化工場新設⇒製品化工場新設

　　　　　　　　　　　　　　　　７０００７０００T/T/年年 ⇒⇒ １０，０００１０，０００TT／／年体制へ　年体制へ　
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などの

うち歴史的事実でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情

報は、現在入手可能な情報から得られた情報にもとづき算出したものであり、

リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等に重大な影響を与えう

る重要な要因としては、住友化学の事業領域をとりまく経済情勢、市場におけ

る住友化学の製品に対する需要動向、競争激化による価格下落圧力、激しい

競争にさらされた市場において住友化学が引き続き顧客に受け入れられる製

品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。但し、業績に影響を

与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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